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既
に
在
留
邦
人
な
ど
大
勢
の
方
が
、
帰
国
の
移
動
を
始
め

て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
乗
っ
て
い
た
汽
車
は
邦
人
に
明

け
渡
し
、
兵
隊
は
張
家
口
か
ら
一
週
間
掛
か
っ
て
天
津
に

戻
り
ま
し
た
。
も
う
既
に
鉄
帽
や
毒
マ
ス
ク
な
ど
の
装
備

は
捨
て
て
天
津
に
集
結
、
武
装
解
除
と
な
り
ま
し
た
。 

 

収
容
所
生
活
に
入
り
、
天
津
の
農
場
の
警
備
や
米
軍
の

使
役
に
も
出
ま
し
た
。 

  

復
員
は
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
一
日
、
米
軍
の
上
陸

用
舟
艇
Ｍ
84
で
佐
世
保
港
に
上
陸
し
、
同
日
召
集
解
除
と

な
り
、
こ
れ
で
私
の
三
回
に
及
ん
だ
召
集
と
軍
隊
生
活
は

終
了
し
ま
し
た
。 

中
支
作
戦
に
参
加
し
て 

京
都
府 

 

出 

口 

順 

市 
 

  

 

私
は
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
二
月
一
日
召
集

に
よ
り
、
京
都
府
岡
崎
勤
労
会
館
に
お
い
て
入
隊
の
手
続

を
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
若
葉
会
館
に
分
宿
す
る
こ
と

が
指
定
さ
れ
て
、
ほ
か
の
地
区
か
ら
入
隊
す
る
方
々
を
四

～
五
日
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
五
年
十
二
月
五
日
か
六
日
で
し
た
、
一
緒
に
大

阪
港
よ
り
出
航
し
中
支
の
タ
ー
ク
と
い
う
と
こ
ろ
に
上
陸
、

天
津
を
経
て
石
太
線
に
て
楡
次
へ
、
七
里
ほ
ど
歩
い
て
部

隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。 

 

入
隊
し
た
部
隊
は
次
の
部
隊
で
し
た
。 

 
 

北
支
山
西
省
独
立
歩
兵
第
四
旅
団
第
二
中
隊 

 
 

片
山
部
隊
菊
田
部
隊
山
田
隊
・
山
田
大
尉 

 

入
隊
す
る
と
、
片
山
師
団
長
、
菊
田
旅
団
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
訓
示
が
あ
り
、
緊
張
の
一
時
で
し
た
。
そ
こ
で
初
年

兵
の
教
育
が
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
教
育
、
演
習
を
し
な
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が
ら
、
実
弾
を
携
行
し
て
の
作
戦
や
討
伐
、
警
備
等
に
当

た
り
ま
し
た
。
実
戦
で
の
教
育
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

  
昭
和
十
六
年
一
月
、
楡
社
付
近
掃
蕩
作
戦
に
参
加
、
す

ぐ
二
月
に
は
、
東
部
武
郷
掃
蕩
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

東
村
に
駐
屯
中
に
、
大
隊
本
部
へ
転
属
と
な
り
、
喇
叭

手
と
し
て
の
修
業
を
し
、
そ
の
修
業
が
終
了
後
、
指
揮
班

に
て
復
帰
し
ま
し
た
。 

 

以
後
の
参
加
作
戦
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
次
の
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
六
年
五
月 

 

中
原
会
戦
（
一
〇
〇
号
） 

 
 

 
 

 
 

八
月 

 

普
察
翼
辺
区
南
正
作
戦 

 
 

 
 

 
 

十
一
月 

第
二
普
中
作
戦 

 

昭
和
十
七
年
三
月 

 

冬
季
山
西
嵐
作
戦 

 
 

 
 

 
 

五
月 

 

普
翼
予
辺
区
作
戦
（
〇
号
） 

 
 

 
 

 
 

六
月 

 

南
部
大
行
作
戦 

 
 

 
 

 
 

十
一
月 

秋
季
山
西
粛
正
作
戦 

 

昭
和
十
八
年
四
月 

 

春
大
行
作
戦 

 

そ
し
て
昭
和
十
八
年
六
月
に
、
楡
次
の
第
一
八
八
二
部

隊
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
第
六
十
二
師
団
司
令
部

で
、
そ
こ
の
衛
兵
隊
喇
叭
手
と
し
て
勤
務
に
着
き
ま
し
た
。

当
時
の
衛
兵
隊
長
は
篠
喜
一
中
尉
で
し
た
。 

 

そ
の
前
の
昭
和
十
八
年
二
月
に
は
、
京
漢
（
河
南
作
戦
）

に
参
加
の
た
め
黄
河
北
岸
に
集
結
、
覇
王
城
よ
り
攻
撃
が

開
始
さ
れ
、
こ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
、
昭
和
十
九
年
八
月
、
中
支

戦
線
よ
り
沖
縄
へ
派
遣
と
な
り
、
八
月
二
十
日
、
沖
縄
に

上
陸
、
上
陸
後
、
直
ち
に
首
里
を
経
て
前
田
小
学
校
へ
行

き
、
こ
こ
に
て
毎
日
々
々
付
近
に
て
防
衛
準
備
に
取
り
掛

か
っ
た
訳
で
す
。 

 

十
二
月
頃
よ
り
、
師
団
司
令
部
は
、
前
田
よ
り
首
里
城

下
へ
移
動
し
ま
し
た
。 

  

こ
の
時
の
我
が
師
団
、
第
六
十
二
師
団
長
の
本
郷
中
将

は
、
関
東
防
衛
司
令
官
と
し
て
沖
縄
よ
り
去
る
こ
と
と
な

り
、
後
任
に
藤
岡
中
将
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
師
団
の
衛

兵
隊
は
本
郷
中
将
の
後
任
・
藤
岡
中
将
の
護
衛
に
着
き
ま

し
た
。 
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当
時
米
軍
は
、
四
月
一
日
、
沖
縄
に
上
陸
、
我
が
軍
は

米
軍
の
上
陸
後
は
、
ま
す
ま
す
戦
闘
は
護
り
の
戦
闘
と
な

り
、
後
へ
後
へ
と
後
退
し
、
後
は
小
さ
な
島
し
か
な
く
、

行
く
場
も
な
い
有
様
で
し
た
。
遂
に
津
加
山
に
て
本
隊
は

魔
文
仁
と
山
城
と
に
二
分
し
て
、
別
れ
て
出
発
し
ま
し
た
。 

 

参
謀
部
と
管
理
班
、
衛
兵
隊
は
山
城
へ
と
行
動
し
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
こ
山
城
か
ら
戦
闘
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

六
月
二
日
よ
り
二
十
一
日
早
朝
に
か
け
、
米
軍
は
戦
車
を

先
頭
に
し
て
攻
撃
を
開
始
し
、
我
が
軍
に
砲
弾
を
打
ち
込

み
、
北
九
に
向
か
っ
た
。
我
が
部
隊
は
攻
撃
す
る
も
負
傷

者
が
多
く
、
戦
死
者
も
多
く
出
ま
し
た
。 

 

ち
ょ
う
ど
、
午
後
四
時
半
頃
と
思
う
が
、
戦
車
砲
弾
が

岩
陰
に
飛
来
し
、
そ
の
弾
み
に
私
の
足
首
に
、
そ
の
戦
車

砲
弾
の
破
片
が
当
た
り
負
傷
し
ま
し
た
。 

  

翌
日
、
戦
闘
に
出
た
の
で
す
が
、
敵
は
相
次
い
で
火
焔

放
射
に
よ
る
攻
撃
を
継
続
し
、
我
が
方
に
は
壮
絶
な
戦
死

者
が
多
く
な
り
、
兵
隊
は
壕
内
に
入
り
込
む
一
方
と
な
り

ま
し
た
。 

 

二
十
一
日
、
元
気
で
歩
行
で
き
る
も
の
は
斬
り
込
み
に

出
て
行
き
、
皆
帰
ら
ぬ
者
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
歩
け
な

い
者
は
壕
に
残
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。
五
、
六
人
い
た
と

思
い
ま
す
。 

 

お
陰
様
に
て
、
山
城
で
は
攻
撃
は
受
け
ず
、
敵
兵
も
日

本
兵
を
気
に
せ
ず
、
そ
の
時
の
戦
闘
は
米
軍
も
、
山
城
で

は
手
向
か
わ
な
い
者
は
相
手
に
せ
ぬ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
洞
窟
内
で
は
負
傷
兵
の
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

洞
窟
内
は
昼
夜
な
に
も
見
え
ぬ
真
っ
暗
な
有
様
で
、
何

日
で
あ
っ
た
か
忘
れ
ま
し
た
が
、
数
日
後
、
呼
び
出
し
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
誰
も
外
へ
出
る
者
は
い
な
か
っ
た
の

で
す
。 

  

そ
の
後
、
何
日
過
ぎ
た
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
一

人
で
壕
を
出
て
行
き
、
洞
窟
の
外
に
て
数
日
間
付
近
を
見

て
い
る
と
、
敵
兵
二
人
と
日
本
兵
が
近
付
き
「
喇
叭
手
で

は
な
い
か
、
戦
い
は
も
う
終
わ
っ
た
の
だ
」
と
言
っ
て
、

付
近
の
民
家
の
木
陰
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
そ
こ
で
水
や
パ

ン
食
や
タ
バ
コ
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。 
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私
は
、
た
だ
水
が
欲
し
い
と
言
い
た
く
て
も
通
じ
る
こ

と
な
く
、
手
で
口
許
を
指
し
て
語
り
掛
け
、
水
を
貰
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
一
時
間
ほ
ど
と
思
い
ま
す
が
、
自
動
車
が
き
て

民
家
の
あ
る
所
ヘ
行
っ
て
負
傷
し
た
所
の
治
療
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

民
家
の
中
へ
入
る
と
五
、
六
人
の
負
傷
兵
が
い
て
、
そ

の
中
の
一
人
に
秋
田
県
の
曹
長
・
藤
原
要
次
郎
さ
ん
が
お

ら
れ
ま
し
た
。
「
師
団
の
兵
は
君
と
二
人
だ
、
み
ん
な
は
ど

な
い
し
て
い
る
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
こ
に
三
日
ほ
ど
お
り
、
さ
ら
に
自
動
車
に
乗
せ
ら
れ

石
川
収
容
所
へ
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
来
て
見
る
と
、

多
く
の
兵
隊
が
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
後
、
病
院
生
活
と

な
っ
た
の
で
す
。 

 

昭
和
二
十
年
一
月
三
日
、
沖
縄
よ
り
病
院
船
に
て
横
須

賀
へ
、
七
日
に
、
横
須
賀
陸
軍
病
院
の
分
院
に
入
り
ま
し

た
。
十
日
ほ
ど
経
つ
と
、
今
度
は
千
葉
県
柏
の
陸
軍
病
院

へ
送
ら
れ
、
一
カ
月
ほ
ど
し
て
よ
り
、
京
都
国
立
病
院
へ
、

さ
ら
に
一
カ
月
ほ
ど
し
て
福
知
山
国
立
病
院
へ
送
ら
れ
、

傷
も
良
く
な
ら
な
い
が
、
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
日
退
院

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
国
立
病
院
へ
通
院
、
京
都
国
立
病
院
へ
と
通

院
し
な
が
ら
四
年
間
、
傷
は
良
く
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。 




